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要 約

気高系県有種雄牛Ｃにおける 領域を、マイクロサテライトマーカー（以下、 とする）を用いたゲノムワQTL MS

イド連鎖解析により探索し、４つの枝肉形質（脂肪交雑・枝肉重量・ロース芯面積・皮下脂肪厚）に関わる 領QTL

域を検出した。脂肪交雑に関わる 領域は７番染色体の 付近に位置し、そのアリル置換効果 、有意水QTL 50cM 1.26

。 、 、 。準 ％水準で有意を示した 枝肉重量は７番染色体の 付近に位置し アリル置換効果 ％水準で有意5 73cM 37.9kg 5

107cM 5.0cm 5 50cMロース芯面積は７番染色体の 付近 アリル置換効果 ％水準で有意 皮下脂肪厚は１８番染色体の、 、 。
2

付近、アリル置換効果 、 ％水準で有意を示した。0.78cm 1

今後は、サンプル数や を増やして解析することにより、信頼性を高め、より正確な位置を探索して、種雄候補MS

牛及び繁殖雌牛の選抜に活用していきたい。

緒 言

牛の増体や肉質等の経済形質は量的形質と呼ばれ、

無数の小さな効果を持つ遺伝子の発現により成り立っ

ている。今まで、量的形質を支配する遺伝子は個々の

遺伝子の効果についてとらえるのではなく、ポリジー

ンの働きをひとまとめにした統計育種学（選抜指数や

法）の視点から考えられてきた 。しかし、そのBLUP 1 ）

統計育種学理論では、全兄弟牛の期待育種価は同じ値

になる。しかし、実際は全兄弟においても親からの遺

伝子の伝わり方というのは違うはずである。さらに正

確な選抜を行う場合は、統計育種学だけではなく、遺

伝領域そのものに着目する必要がある。

また、近年の研究では、黒毛和種においていくつか

の 領域が推定されており 、実際に選抜のQTL 2)3)4)5)6)9)10)

指標として活用しているとの報告もある 。
2)7)

そこで我々は、これまでの統計育種学と 領域のQTL

情報を併用した新たな育種改良手法の確立に向けて、

黒毛和種種雄牛における新たな 領域の探索を進めQTL

ている。

B本報では、過去に報告 した気高系種雄牛Ａ、11)12)13)

に続き、気高系県有種雄牛Ｃにおける 領域を探索QTL

したので、その概要を報告する。

材 料 及 び 方 法

１ 材料

気高系種雄牛Ｃの精液および同種雄牛の肥育産子103

頭（去勢73、雌30）の腹腔内脂肪及び毛根からフェノ

ール・クロロホルム抽出法により を抽出し、濃DNA

度は全て μ に調整した。産子の枝肉形質データ20ng/ l

は社団法人日本食肉格付協会提供のものを使用した。

２ 解析に用いるヘテロマーカーの選定

気高系種雄牛Ｃがどちらの遺伝子型を産子に伝えた

のかを判定するため、ヘテロの遺伝子型を持つ をMS

選定する必要がある。性染色体を除く29染色体上にあ

る 600マーカーについて、気高系種雄牛Ｃの遺伝子MS

型を解析し、379マーカーがヘテロと判明、そのうちの

186マーカーを解析マーカーとして選定した。遺伝子型

の解析は既報により、 反応を行い、 シーケンPCR DNA

（ 。 、サー )により電気泳動した 遺伝子型判定はABI3700

と の解析ソフトを用いた。GENESCAN Genotyper
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３ QTL解析

肥育産子103頭（去勢73頭、雌30頭）の枝肉格付デー

タと、選定された 186マーカーにより得られた遺伝MS

子型との 解析をインターバルマッピング法を用いQTL

て実施した。無作為抽出の条件は1 間隔の10000回とcM

した。

結 果

解析の結果、７番染色体上に３つの枝肉形質（脂肪

交雑、枝肉重量、ロース芯面積）に関わる 領域がQTL

検出され、さらに１８番染色体上に皮下脂肪厚に関わ

る 領域が検出された （表１）QTL 。

表-1 領域の位置とその効果QTL

脂肪交雑に関わる 領域は７番染色体 付近QTL 50cM

F 10.32 1.26において最大 値 を示し アリル置換効果は、

と高く、 ％水準で有意を示した （表-1、図-1）5 。

図 7番染色体－脂肪交雑領域の 値-1 F

枝肉重量に関わる 領域は７番染色体 付近QTL 73cM

において最大 値 を示し、アリル置換効果はF 7.75

、 ％水準で有意を示した （表 、図 ）37.9kg 5 -1 -2。

図 7番染色体－枝肉重量領域の 値-2 F

QTL 107cMロース芯面積に関わる 領域は７番染色体

付近において最大 値 を示し、アリル置換効果はF 6.93

、 。（ 、 ）5.0cm 5 -1 -32
と大きく ％水準で有意を示した 表 図

図 7番染色体－ロース芯面積領域の 値-3 F

QTL 50cM皮下脂肪厚に関わる 領域は１８番染色体

付近において最大 値 を示し、アリル置換効果F 14.72

は 、 ％水準で有意を示した （表-1、図-4）0.78cm 1 。
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図 18番染色体－皮下脂肪厚領域の 値-4 F

考 察

今回、気高系種雄牛Ｃにおいて、４つの枝肉形質に

関わる 領域を検出した。その効果量は脂肪交雑でQTL

と高く、非常に優良な 領域であることが示唆1.26 QTL

された。しかしながら、解析サンプル数が103頭と少な

いため、最大 値や有意水準は低い値を示すなど、信F

頼性に乏しく、種雄牛候補などの選抜に活用するには

やや難がある。今後は、サンプル数や を増やしてMS

解析することにより、信頼性を高め、より正確な位置

を探索し、種雄牛候補などの選抜に活用可能なデータ

としたいと考えている。

枝肉重量や脂肪交雑などの量的形質は多数の遺伝子

、 、によって支配されており 一つ一つの効果は小さいが

それらを組み合わせることによって表現型値に大きな

違いが生じると考えられている 。また、小林ら 、阿8) 9)

部ら も、脂肪交雑において複数の 領域を検出しQTL10)

ており、それらを組み合わせることにより、より有効

なマーカーアシスト選抜ができると述べている。

これまで我々は４頭の優秀な種雄牛において、枝肉

形質に関わる１５の 領域を検出してきた。現在、QTL

これらの成果を種雄牛候補の選抜に活用している。今

後も活用可能な 領域を探索し、その効果検証も同QTL

時に進めながら、効率的な黒毛和種の育種改良に貢献

したいと考えている。
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